
日本天文学会2022年秋季年会

Q21a Tibet空気シャワー観測装置による sub-PeV銀河拡散ガンマ線の観測
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銀河面からの拡散ガンマ線の観測は、最近では Fermi衛星 LATチームにより 100 MeV以上で詳細な観測が行
われ、銀河系内で生成された宇宙線と星間物質との相互作用により発生した中性パイオン崩壊を通したガンマ線
が主成分であることがわかっている。一方で、宇宙線は系内で PeVエネルギー以上に加速されていると長年考え
られており、同様の発生機構により sub-PeV領域 (100 - 1000 TeV)の銀河拡散ガンマ線が期待されていた。
Tibet空気シャワー観測装置は、約 600台のシンチレーション検出器から成り、宇宙ガンマ線/宇宙線が大気と

の相互作用で起こす空気シャワー現象を観測する。2014年から地下水チェレンコフ型ミューオン観測装置が稼働
し、地上の空気シャワー観測装置と連動させることで、空気シャワー中のミューオン数を測定し、ガンマ線とバッ
クグラウンドとなる宇宙線の選別が可能となり、宇宙ガンマ線に対する感度が劇的に向上した。本発表では、こ
れらの観測装置により初めて観測に成功した sub-PeV領域の銀河拡散ガンマ線の観測結果について議論する。


